
１
９
３
０
年
代
発
見
さ
れ
た

核
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
用
化
は
、
最

初
が
核
兵
器
、
動
力
と
し
て
の

活
用
も
軍
事
用
の
原
子
力
潜
水

艦
だ
っ
た
。
安
全
性
を
考
え
な

い
ま
ま
あ
わ
て
て
作
っ
た
原
子

炉
の
弱
点
が
、
今
の
原
子
力
発

電
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

と
語
る
の
は
、
不
破
哲
三
日
本

共
産
党
社
会
科
学
研
究
所
所
長
。

衆
院
議
員
時
代
の
国
会
質
問
を

引
用
し
な
が
ら
、
未
完
成
で
危

険
な
原
発
の
管
理
能
力
「
世
界

で
も
最
も
管
理
さ
れ
て
い
な
い

の
が
日
本
」
と
語
り
ま
す
。

○
米
海
軍
が
開
発
し
た
「
軽
水

炉
」
型
原
発
（
福
島
原
発
と
同

タ
イ
プ
）
は
、
ウ
ラ
ン
燃
料
が

膨
大
な
熱
を
出
し
続
け
る
の
で

水
で
冷
や
し
続
け
な
け
れ
ば
原

子
炉
が
溶
け
出
す
。
ス
リ
ー
マ

イ
ル
（
79
年
米
国
）
、
福
島
と

軽
水
炉
は
安
全
に
使
用
で
き
な

い
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

○
ウ
ラ
ン
を
燃
や
し
て
で
き
る

大
量
の
〝
死
の
灰
〟
を
原
子
炉

の
内
部
に
完
全
に
閉
じ
込
め
る

技
術
が
な
い
。

○
使
用
済
み
核
燃
料
の
適
切
な

処
理
方
法
が
な
い
た
め
、
１
０

０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
原
発
が
１

年
間
稼
働
し
た
ら
、
広
島
型
原

子
爆
弾
１
０
０
０
発
分
の
死
の

灰
を
発
電
所
の
プ
ー
ル
で
保
管

し
続
け
る
。

不
破
氏
は
、

「
安
上
が
り
」
と
言
う
こ
と
で
、

原
発
を
同
じ
場
所
に
何
基
も
集

中
し
て
建
設
。
老
朽
化
し
て
耐

用
期
間
16
年
を
超
え
て
30
年
以

上
使
う
「
利
権
第
一
主
義
」
を

厳
し
く
告
発
。
原
発
か
ら
の
撤

退
と
、
安
全
最
優
先
の
権
限
を

持
っ
た
原
子
力
審
査
・
規
制
体

制
の
確
立
を
提
案
し
、
国
民
的

討
論
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

世
界
で
は
２
０
１
１
年
３
０

カ
国
４
３
２
基
の
原
発
が
稼
働
。
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順位 国名 原発数

１位 アメリカ １０４基

２位 フランス ５９基

３位 日本 ５４基

４位 ロシア ２７基

５位 韓国 ２０基

６位 イギリス １９基

７位 カナダ １７基

８位 ドイツ １７基

８位 インド １７基

10位 ウクライナ １５基

11位 中国 １１基

12位 スウェーデン １０基

連
日
「
原
発
報
道
」
を
聞
い
て
も
「
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
が
大
方
の
感
想
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
大
惨
事
が
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
。
22

日
付
赤
旗
の
、
不
破
哲
三
氏
と
内
橋
克
人
氏
の
記
事

を
読
み
胸
に
落
ち
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

戦
争
の
た
め
の
核
開
発
だ
か
ら

安
全
は
二
の
次
ぎ
三
の
次

世界の原発
（2010年1月1日現在）

世
界
で
は
、

国
民
合
意
に
よ
る
選
択
で
、

廃
炉
・
建
設
凍
結
広
が
る



世
界
総
電
力
量
の
14
％
が
原
発

電
力
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
事
故
後
安
全
性
の

調
査
、
稼
働
中
や
計
画
中
の
国

で
も
見
直
し
が
一
斉
に
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

世
界
で
は
、
国
民
投
票
な
ど

で
合
意
が
問
わ
れ
る
の
が
当
た

り
前
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

稼
働
寸
前
に
国
民
投
票
で
ス
ト
ッ

プ
が
か
か
り
原
発
ゼ
ロ
。
イ
タ

リ
ア
は
、
１
９
８
７
年
20
基
す

べ
て
の
原
発
を
国
民
投
票
で
廃

止
決
定
。
一
方
、
日
本
の
歴
代

政
権
は
、
国
民
合
意
が
な
い
ま

ま
「
原
発
過
蜜
立
国
日
本
」
を

推
進
。
民
主
党
は
昨
年
14
基
新

増
設
計
画
を
決
め
た
。
と
内
橋

克
人
経
済
評
論
家
は
語
り
、

「
原
発
立
国
日
本
」
を
進
め
る

戦
略
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

①
電
気
事
業
連
合
会
に
よ
る
、

広
告
料
を
た
て
に
し
た
マ
ス
コ

ミ
へ
の
脅
し
②
原
発
が
い
か
に

安
全
で
ク
リ
ー
ン
か
原
子
力
教

育
で
、
批
判
を
封
殺
す
る
洗
脳

教
育
③
「
安
全
神
話
」
つ
く
り

に
学
者
、
文
化
人
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
を
動
員
し
、
原
発
批
判

に
圧
力
を
か
け
る
。
な
ど
マ
ス

コ
ミ
対
策
は
巧
妙
で
す
。
世
界

の
原
子
炉
の
５
割
以
上
を
建
設

し
て
い
る
の
は
、
東
芝
、
三
菱

重
工
、
日
立
の
３
企
業
。
財
界

に
負
け
な
い
議
論
が
必
要
で
す
。

大
型
公
共
事
業
を
停
止
し
、

米
軍
へ
の
思
い
や
り
予
算
な
ど

軍
事
費
を
削
る
。
政
党
助
成
金

な
ど
の
無
駄
も
徹
底
的
に
削
リ

復
興
財
源
に
。
大
企
業
の
内
部

留
保
金
を
活
用
し
て
、
「
震
災

復
興
国
債
」
購
入
さ
せ
る
な
ど

日
本
共
産
党
は
復
興
財
源
と
し

て
提
案
。
消
費
税
増
税
は
、
被

災
者
の
苦
し
み
に
追
い
打
ち
を

か
け
、
日
本
経
済
を
一
層
冷
え

込
ま
せ
ま
す
。
庶
民
の
力
で
は

ね
か
え
し
ま
し
ょ
う
。

飯沼雅子
石田ちひろ
鈴木ひろ子
中塚亮
南 恵子
みやざき克俊

共
産
党

飯沼雅子
石田ちひろ
鈴木ひろ子
中塚亮
南 恵子
みやざき克俊

共
産
党
区
議
団

石田秀男
伊藤昌宏
大沢真一
沢田ひろかず
鈴木ますみ
須藤安通
原こうぞう
本多健信
松沢利行
渡辺裕一
山内あきら

自
民
党

石田秀男
伊藤昌宏
大沢真一
沢田ひろかず
鈴木ますみ
須藤安通
原こうぞう
本多健信
松沢利行
渡辺裕一
山内あきら

区
議
会
自
民
党

あくつ広王
浅野ひろゆき
金野孝子
武内忍
塚本よしひろ
鶴伸一郎
山元敬子
若林ひろき

公
明
党

あくつ広王
浅野ひろゆき
金野孝子
武内忍
塚本よしひろ
鶴伸一郎
山元敬子
若林ひろき

区
議
会
公
明
党

阿部祐美子

石田しんご

稲川貴之

大倉たかひろ

向めぐみ

民
主
党

阿部祐美子

石田しんご

稲川貴之

大倉たかひろ

向めぐみ

井上八重子

木村健悟

民
主･

改
革
ネ
ッ
ト

大西光広

吉田あつみ

み
ん
な

区
議
会

大西光広

吉田あつみ

み
ん
な

井上八重子ネ
ッ
ト

木村健悟

高橋しんじ

須貝ゆきひろ

鈴木 博

西本貴子

藤原正則

渡部 茂

無
所
属

高橋しんじ

須貝ゆきひろ

鈴木 博

西本貴子

藤原正則

渡部 茂

無
所
属
品
川

品川区議会の新しい会派構成。太枠が選挙後の新しい会派です。

復
興
を
名
目
と
し
た

消
費
税
増
税
に
厳
し
く
反
対

お待たせしました。リサイクルバザーは、６月２６日（日）10所～14時 いいぬま雅子事務所にて ご協力よろしくお願いいたします。

無料法律相談会 6月17日（金）１８時～２０時 いいぬま雅子事務所にて 弁護士が対応しますので、お気軽にご相談ください。


